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伸びを除いた各測定値は、4回成形繰り返し後の試  

験片までは同じか、変化が少ない。5回成形後の試  

験片については、明らかに強度が低下する。   

何回まで再利用できるかば製品に要求される強度  

によって判断することになる。  

1 要  旨   

射出成形法によるプラスチック製品製造の際に、  

不要部分として成形品から除かれる樹脂を、再利用  

することを目的として、一連の実験を行った。   

今までに電気炉中で加熱、冷却を繰り返した成形  

材料について、融点、赤外吸収強度、溶融粘度、密  

度の変化を測定したので、今回は成形機によって成  

形、粉砕を繰り返した試験片について機械的蘭度の  

変化を測定した。  

4 今後の計画   

衝撃強度、硬度等の測定  

2 喜式   験   

ポリアセタール樹脂について実験を行った。  

使用成形機は、㈱日本製鋼所製JlOOS、強度は、万能  

試験機により引張り強さ、引張り弾性率、曲げ強さ、  

曲げ弾性率、伸びの各項目について測定した。  

3 結  果  

成形の  

繰返し回数  1   2   3   4   5  

引張り強さ  69   69  69  69  62  

（N／mm2）  

引張り弾性率 3．21 3．00 2．98 3．00 2．74  

（kN／mm2）  

伸び（％）  11．9 14．214．512．912，6  

曲げ強さ  109 106 106 107  96  

（N／mm2）  

曲げ弾性率  3．27 3．213」5 3．18 2．91  

（kN／／mm2）  
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